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（１）環境省公表「温暖化効果ガス排出量」 

 

「環境エネルギーネットワーク２１」事務局 

 

このたび、環境省より２０１３年度（平成２５年度）日本の温室効果ガス排出量の算定

結果が公表されました。下記にその概要を示します。詳細につきましては次の HP をご覧

ください。 

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/ 

以下、環境省上記 HP 資料引用 
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（２）家庭用ヒートポンプ給湯機購入動機･使用満足度調査 

 

「エコキュート」は、空気中の熱エネルギーを集めて活用する省エネルギー技術「ヒー

トポンプ」を導入し、家庭で消費するエネルギーの約 1/3 を占める「給湯」分野におい

て、大幅なエネルギー消費の抑制を可能にしました。2001 年に世界で初めて商品化され

て以来、昨年 10 月末現在で累計出荷台数が 400 万台を突破（約 400 万 8 千台）しまし

た。 

一般社団法人日本冷凍空調工業会は２０１３年に引き続き、エコキュートを購入した人

を対象に購入動機と使用満足度の調査を実施しました。下記にその結果を引用して掲載い

たします。詳細につきましては次の HP をご覧ください。 

https://www.jraia.or.jp/product/heatpump/i_enquete.html 

以下、一般社団法人日本冷凍空調工業会より引用 

• 購入背景は「新築で付いてきた」人が 22％であり、残り 78％の人がエコキュートを意図

して購入していた。2 年前の調査も今回も約 8 割の人がエコキュートを自発的に購入して

いることが分かった。 

• 購入のきっかけは「オール電化にしたから」61％、「販売店の勧め」21％、「故障・老

朽化」16％の順に多かった。オール電化住宅にしたことが購入のきっかけとなった人は 2

年前も今回もほぼ６割であった。 

• 購入の決め手は「光熱費が安くなる」57％、「オール電化にしたい」51％、「火の気が

なく安心」29％が 3 大決め手であった。 

• 購入後の満足度は「満足」40％、「やや満足」56％で、計 96％の人が満足していると答

えた。エコキュートに対する満足度は 2 年前に比べ大きな変化はなく引き続き非常に高

いことが分かった。 



• 非常時や災害時にエコキュートが役立つことについては、「停電時でもタンクのお湯が

使用できる」ことを「知っている」人は半数以上の 61％であった。「断水時に非常用水

として利用できること」を「知っている」人は 57％であった。「都市ガスと電気では電

気の方が復旧が早かった」ことを「知っている」人は 43％と半数を下回った。 

• 家族人数とタンク容量の関係を調査したところ、少人数家族でも 460Ｌや 550Ｌといった

大容量が選ばれるケースが多いことが分かった。 


